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【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

383

4,080

0.51

0.00

所属長名

記入者

阪口　典也

下村　圭彦

0

4,080

0.51

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1039

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局消防総務課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

消防音楽隊事業00261

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

4,471

391

0

0

令和 3年度

決算額

4,463

383

0

0

令和 5年度

計画額

4,471

(事業概要)

　消防音楽隊の活動を通して、広く市民に防火防災に関する広報活動と啓発活動を展開するとともに、大津市の

0

　市民に対し対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　広報活動による防火・防災意識の高揚のために、

　消防音楽隊の演奏活動を通じて、

0.00

0.00

地方債

4,182

0.51

00

その他

一般財源

0.00

383 391

4,080

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.51

0

0

391

4,080

0.51

0.00

367

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

391

4,080

0.51

0.00

0.00

0.00

0

0

391

4,080

0.51

0.00

国庫支出金

391

　安心、安全に暮らすことのできるまちづくりを推進するとともに湖都「大津」のイメージアップに貢献する。

令和 4年度

予算額

4,463

383

令和 8年度

計画額

4,471

0

計画額

4,471

391

4,549

367

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

391

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2301所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0347

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

消防音楽隊事業

(事業を取りまく社会環境)

　防火防災に対する市民意識が高まる中、幅広い年齢層への効果的な広報活動が求められている。令和元年度以

降は、感染症予防の影響により一時的に成果指標が減少したと考える。

(見直しや改善等の経過)

防災まちづくりを推進する手法の一つとして、音楽隊演奏により安心、安全に暮らすことのできるまちづくりの

推進や防火・防災意識の高揚を図るもの。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

大津市消防音楽隊規程

　感染症予防のため派遣内容の精査を行い広報活動を展開した。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

24.00

0.00

10.00

0.00

100.00

0.00

24.00

0.00

10.00

0.00

100.00

0.00

1040

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

10.00 10.00

3.00 5.00 0.00 0.00 0.00

(活動)　演奏回数

回
10.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-31-00-01-00

予算事業番号

消防音楽隊事業費

24.00

0.00

24.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局消防総務課

消防音楽隊事業

進捗区分

0.00

10.00 10.00

(成果)　演奏実施率

％
100.00 100.00 100.00

30.00 50.00 0.00

24.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

市民への防火防災意識の高揚に極めて有効な手段

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

染防止対策を図りながら、効率的かつ効果的な消防広報活動を推進していくこと。

部局コメント

（４００文字）

　音楽隊による広報活動は、幅広い年代に火災予防を啓発するための有効な方法である。新型コロナウイルス感

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　新型コロナウイルス感染防止の観点から訓練回数を見直し、派遣内容や演奏方法を精査した中で、音楽を通し

た広報活動として事業を継続していく。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0347

令和 3年度

2301

00261

防火防災意識の啓発と市民に身近な広報活動として効果的である。

Ｃ

コロナの状況下、ＳＮＳ等を活用し市民への発信を継続した。

必要最小限の全体訓練で演奏を実施し費用対効果を高めている。

評価項目

当か

2

3

(活動)　訓練回数

事務事業番号

回
20.00

37.00

24.00

18.00

0.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 防火広報活動として年間の演奏目標回数に対する実施率

指標説明 音楽隊の訓練回数（令和２年度以降目標値は新型コロナウイルス感染拡大防止のため調整）

(活動)　演奏回数
回

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00
3.00 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 音楽隊の出演演奏回数（令和２年度以降目標値は新型コロナウイルス感染拡大防止のため調整）

(成果)　演奏実施率
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
30.00 50.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2301 消防局消防総務課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00261 消防音楽隊事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)　訓練回数

回
20.00 24.00 24.00 24.00 24.00 24.00 24.00
37.00 18.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1041

令和 4年 9月15日
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【基本情報】
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【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

17,483

107,043

5,730

0.60

0.00

所属長名

記入者

阪口　典也

辻　道利

0

6,345

0.58

0.00

0.00

0.55

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1042

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局消防総務課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

団員消防活動事業00266

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

135,502

129,772

0

0

令和 3年度

決算額

124,482

118,137

0

0

令和 5年度

計画額

150,273

(事業概要)

　消防団員は、特別職の地方公務員として市民の生命・身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災また

0

　消防団員に対し対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　市民生活の安心安全を確保するため

　消防団員の報酬と費用弁償及び消防団活動に必要な被服や消耗品等の支給と公務災害への身分保障により

0.00

0.30

地方債

7,919

0.58

00

その他

一般財源

0.00

87,062 112,360

5,730

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.30

0.00

0.00

0

31,075

0.00

0.00

0.00

0.30

0.00

0.60

0

17,183

112,589

5,730

0.60

0.00

83,999

0

0.00

0.00

0.00

0.30

0.00

0.00

0

0

32,183

112,456

5,730

0.60

0.00

0.00

0.30

0

17,183

112,711

5,730

0.60

0.00

国庫支出金

144,639

　円滑な消防団活動を展開するとともに、継続的な消防団員の確保に繋がる。

令和 4年度

予算額

130,256

124,526

令和 8年度

計画額

135,624

0

計画額

150,369

144,543

109,920

102,001

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

129,894

0

0

32,183

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

18,002

0.25

0.55

再任用（人）

2301所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0348

　令和３年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症のため、市民が実施する訓練が減少した。

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

　令和４年４月１日施行で年額報酬額等を引き上げる条例改正を実施した。

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

災害に強いまちづくりの推進

地域防災力の向上

団員消防活動事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年、災害は多種多様化し、いつ起こるかわからない自然災害が頻発する中、平成２５年１２月、「消防団を

中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が施行され、市民の消防団に寄せられる期待は大きい。

(見直しや改善等の経過)

は地震等の災害を防除し、これらの災害に因る被害を軽減することをその任務としており、これらの消防団員の

報酬及び災害出動等に伴う費用弁償並びに福利厚生事業を展開するとともに、消防団員の確保に努める。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律

　退団者の被服等を有効活用するため、「予備被服エコバンク」制度を継続し、経費削減に努める。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

団員報酬等費

予算所属名称

消防局消防総務課

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

100.00

0.00

1,313.00

0.00

26.00

0.00

100.00

0.00

100.00

0.00

1,313.00

0.00

26.00

0.00

100.00

0.00

1043

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

26.00 26.00

25.00 26.00 0.00 0.00 0.00

(活動)　訓練指導回数

　　　回
26.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-10-51-00-01-00

01-45-05-10-51-00-05-00

予算事業番号

団員消防活動費

1,313.00

0.00

1,313.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局消防総務課

団員消防活動事業

100.00 100.00

96.00 100.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00

26.00 26.00

(成果)　充足率

　　　％
100.00 100.00 100.00

95.00 94.00 0.00

1,313.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

市民を災害から守る消防団員の強化は災害に強いまちづくりに貢献

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

らない。このことから、報酬等条例改正による処遇改善等を通じて、積極的に団員を確保し消防団を中核とした

地域防災力の充実強化を図っていくこと。

部局コメント

（４００文字）

　消防団は、市民生活の安心安全を確保するため、常に地域の状況に応じた災害対応を実施していかなければな

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　各事業を消防団と調整し積極的に推進することで、消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図る。

　条例を改正し消防団員の処遇改善を実施したことに併せ、新型コロナウイルス感染症拡大に配慮したうえで、

積極的に消防団の勧誘活動を実施し、団員を確保する。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0348

令和 3年度

2301

00266

消防組織法で消防団員は市町村の規則で定めるよう明記され妥当

Ｃ

団員数確保は全国同様に難しい状況だが、訓練指導は充実している

消防団が住民指導を実施することで地域防災力向上につながる

評価項目

当か

2

3

(活動)　消防団員定数

事務事業番号

　　　名
1,313.00

1,252.00

1,313.00

1,236.00

0.00

(成果)　訓練指導率

　　　％
100.00 100.00 100.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 条例定数に対する充足率

(成果)　訓練指導率
　　　％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
96.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 平成１８年度の訓練指導出動回数（２６回）を１００とした場合の出動率

指標説明 消防団員定数を目標とした団員確保数（平成２１年９月に条例定数を１，３５６人から１，３１３人に改正）

(活動)　訓練指導回数
　　　回

26.00 26.00 26.00 26.00 26.00 26.00 26.00
25.00 26.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 消防団員による市民への訓練指導件数

(成果)　充足率
　　　％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
95.00 94.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2301 消防局消防総務課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00266 団員消防活動事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)　消防団員定数

　　　名
1,313.00 1,313.00 1,313.00 1,313.00 1,313.00 1,313.00 1,313.00
1,252.00 1,236.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1044

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

021

002

008

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

3,831

4,930

0.50

0.00

所属長名

記入者

阪口　典也

辻　道利

0

4,000

0.50

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1045

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局消防総務課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

団消防車両等整備事業00268

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

41,450

36,520

0

0

令和 3年度

決算額

49,961

45,961

0

0

令和 5年度

計画額

54,772

(事業概要)

　消防団活動に必要不可欠な資機材である消防団車両を整備することにより、災害防ぎょ活動の強化を図り、市

0

　消防団車両等（消防ポンプ車、小型動力ポンプ積載車、小型動力ポンプ）について対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　市民の安心・安全な生活を確保するため

　更新と維持管理により

0.00

0.30

地方債

5,575

0.50

45,6002,200

その他

一般財源

0.00

4,008 4,242

4,930

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.30

0.00

0.00

41,953

0

0.00

0.00

0.00

0.30

0.00

0.50

32,800

0

3,720

4,930

0.50

0.00

6,723

30,500

0.00

0.00

0.00

0.30

0.00

0.00

0

45,600

0

4,242

4,930

0.50

0.00

0.00

0.30

32,800

0

3,720

4,930

0.50

0.00

国庫支出金

49,842

　消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図る。

令和 4年度

予算額

39,261

34,331

令和 8年度

計画額

41,450

0

計画額

54,772

49,842

14,498

8,923

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

36,520

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.25

0.00

再任用（人）

2301所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0349

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

災害に強いまちづくりの推進

地域防災力の向上

団消防車両等整備事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年、予想しがたい様々な自然災害等が相次ぎ発生する中、消防関係機関に寄せられる市民の期待は年々大き

くなっている。

(見直しや改善等の経過)

民の生命・身体及び財産を保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除し、これらによる被害の軽減によ

り、市民生活の安心・安全を確保する。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防力の整備指針

　消防団車両等については、計画の実現性や費用対効果を考慮し、時代に即した改善に取り組んできた。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

100.00

0.00

2.00

0.00

0.00

0.00

100.00

0.00

100.00

0.00

2.00

0.00

1.00

0.00

100.00

0.00

1046

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

0.00 1.00
プの新規購入又は更新

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

（活動）小型動力ポン

台
1.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-10-61-00-01-00

予算事業番号

団消防車両等整備費

2.00

0.00

2.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局消防総務課

団消防車両等整備事業

100.00 100.00
載車の実施率

100.00 100.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00の実施率

0.00 1.00

（成果）消防分団数に

％
100.00 100.00 100.00

対する消防ポンプ車等
0.00 100.00 0.00

2.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

防災力の要である消防団の車両等更新は災害に強い街づくりに直結

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

いては、地域防災力の充実強化に欠かせない事業である。引き続き、消防団と連携を図りながら、「大津市消防

団車両等再編計画」に基づき配備を継続して実施すること。

部局コメント

（４００文字）

　近年、災害発生の増加に伴い、消防団の現場活動の必要性は年々高まっている中、消防団車両の更新整備につ

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　消防団車両等の更新整備については、地域防災力の充実強化に欠かせない事業であることから、大津市消防団

車両等再編計画に基づき、消防団と調整を図り適正に配置していく。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0349

令和 3年度

2301

00268

大規模災害に備え、各学区への分団車両配備は妥当

Ｃ

消防車両を中心とした活動により地域防災力は向上している

車両再編計画を策定し計画に基づき効率的に更新している

評価項目

当か

2

3

（活動）消防ポンプ車

又は小型ポンプ積載車

の新規購入又は更新

事務事業番号

台
1.00

1.00

2.00

2.00

0.00

（成果）小型ポンプ積

％
100.00 100.00 100.00

基準

1

評価理由

4
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IP27P050

の実施率 指標説明 本部分団を除く消防分団に対する消防ポンプ車の実施率

（成果）小型ポンプ積
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
載車の実施率 100.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 災害により孤立する地域に対する小型ポンプ積載車の実施率

の新規購入又は更新 指標説明 消防ポンプ車又は小型ポンプ積載車の新規購入又は更新

（活動）小型動力ポン
台

1.00 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00
プの新規購入又は更新 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 小型動力ポンプの新規購入又は更新

（成果）消防分団数に
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
対する消防ポンプ車等 0.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2301 消防局消防総務課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00268 団消防車両等整備事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
（活動）消防ポンプ車

台
1.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00

又は小型ポンプ積載車 1.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1047

令和 4年 9月15日



頁

【基本情報】

03

003

009

023

001

014

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

3,786

1,600

0.20

0.00

所属長名

記入者

阪口　典也

佐山　真也

0

80

0.01

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1048

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局消防総務課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

防火衣更新事業02526

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

47,065

43,065

0

0

令和 3年度

決算額

80

0

0

0

令和 5年度

計画額

47,065

(事業概要)

　平成２６年から貸与されている現在の防火服は、耐用年数が経過しており経年劣化及び損傷が多くみられる。

0

　総務省消防庁が示した個人防火装備のガイドラインに準じた防火服及び活動服を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　あらゆる災害において活動する隊員の安全確保を図るため、

　３年計画によって、現場活動を行う可能性のある全職員分を更新することにより、

0.00

0.00

地方債

0

0.00

00

その他

一般財源

0.00

0 43,065

4,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.50

0

0

43,065

4,000

0.50

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

39,195

4,000

0.50

0.00

0.00

0.00

0

0

0

0

0.00

0.00

国庫支出金

39,195

　近年の消防活動や気象状況に対応した活動が実施でき、消防活動体制の強化となる。

令和 4年度

予算額

5,386

3,786

令和 8年度

計画額

0

0

計画額

43,195

43,065

0

0

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

0

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2301所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0350

新整備を実施。今後も、「大津市消防吏員の被服等の貸与に関する規定」に定める耐用年数に基づき更新を進め

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

る。

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

防火衣更新事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年、多種多様化、大規模化する各種災害や自然災害の増加により、市民が消防に寄せる期待は大きく、市民

の付託に応えるためにも最新のガイドラインに沿った防火服等整備による活動隊員の安全確保は重要である。

(見直しや改善等の経過)

また、総務省消防庁において、防火装備の性能基準を示したガイドラインが策定されており、令和４年４月に更

新されたことから、近年の多様化・大規模化する災害から活動隊員の安全を確保するために防火服及び活動服を

更新し、消防活動体制の強化を図るもの。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

大津市消防吏員の服制に関する規則

　現在の防火服は現場使用状況やガイドラインとの整合性を精査し、平成２６年度から平成２７年度にかけて更

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

0.00

0.00

0.00

0.00

107.00

0.00

0.00

0.00

100.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

1049

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

107.00 107.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

(活動)防火服更新数

式
0.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業 予算事業番号

90.00

0.00

105.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局消防総務課

防火衣更新事業

100.00 100.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00

0.00 0.00

(成果)活動服更新率

％
0.00 0.00 100.00

0.00 0.00 0.00

105.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

活動隊員の負担軽減と安全確保は、円滑な災害対応に繫がる

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

すガイドラインに沿った活動服及び防火服を計画的に更新すること。

部局コメント

（４００文字）

　災害から活動隊員の身を守るために、安全性の高い活動服及び防火服の着用は必要である。総務省消防庁の示

総合評価

て業者と調整を図っていく必要がある。

所属コメント

（４００文字）

　活動服及び防火服は、現場で活動隊員の身を守る最も重要な装備であり、活動隊員の安全性を向上させること

が、市民の安心・安全を守ることに繋がる。

令和３年度消防局服制検討委員会を立ち上げ、活動服及び防火服の仕様検討とサンプル品のレビューを行い、導

入に至る配備計画について検討を行った。活動服については仕様が決定し活動服は令和４年からの３年間、防火

服は令和５年からの３年間で計画的に更新整備していく。防火服については更にコスト低減のため、仕様につい

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0350

令和 3年度

2301

02526

活動隊員の安全確保があって市民の安全・安心が担保される

Ｃ

機能性、安全性の向上が図られる

複数年度で計画的に更新を進める。経費削減のための仕様検討

評価項目

当か

2

3

(活動)活動服更新数

事務事業番号

着
0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

(成果)防火服更新率

％
0.00 0.00 0.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 活動服及び防火服更新に伴う検討委員会の開催
※令和４年度で検討委員会は終了し、各更新数の定量評価へ移行する。

(成果)防火服等検討委
％

0.00 100.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00
員会の開催 0.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 検討委員会の開催予定数に対する実施率

指標説明 更新予定数に対する更新率

(成果)防火服更新率
％

0.00 0.00 0.00 100.00 100.00 100.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 更新予定数に対する更新率

(活動)防火服等検討委
回

0.00 6.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00
員会の開催 0.00 6.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 令和４年度から令和６年度の３年間で、３００着を計画的に更新する。
※令和３年度については、更新に伴う検討委員会を開催

(活動)防火服更新数
式

0.00 0.00 0.00 107.00 107.00 107.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 令和５年度から令和７年度の３年間で、３２１式を計画的に更新する。
※令和３年度、令和４年度については、更新に伴う検討委員会を開催

(成果)活動服更新率
％

0.00 0.00 100.00 100.00 100.00 0.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2301 消防局消防総務課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 02526 防火衣更新事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)活動服更新数

着
0.00 0.00 90.00 105.00 105.00 0.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1050

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

021

002

004

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

5,076

54,900

6.50

0.00

所属長名

記入者

駒村　保

大沢　仁志

0

65,300

7.80

0.00

0.50

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1051

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局予防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

自主防災組織等育成事業00224

令和 6年度

計画額

から自主防災活動を通じて、災害発生時の被害軽減を図る。

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

62,876

5,076

0

0

令和 3年度

決算額

71,889

6,589

0

0

令和 5年度

計画額

62,876

(事業概要)

　大規模災害における事前の備えと被害の軽減を目指して、学区自主防災会・地域（自治会）自主防災組織・女

0

　学区及び自治会の自主防災組織並びに女性防火クラブ連合会に対し対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　地震や土砂災害等の大規模災害時に被害の軽減を行うとともに、市民の命を守り、安心な生活を確保するため

　防火・防災資器材等をはじめとした、補助金の交付及び各種訓練指導を行い

0.50

0.00

地方債

63,960

7.80

00

その他

一般財源

0.00

727 5,076

57,800

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

1.00

0.00

0.00

0.00

0

5,862

0.00

0.00

1.00

0.00

0.00

6.50

0

0

5,076

57,800

6.50

0.00

602

0

0.00

0.00

1.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

5,076

57,800

6.50

0.00

1.00

0.00

0

0

5,076

57,800

6.50

0.00

国庫支出金

5,076

　公助に頼ることなく、自分の身は自分で守り（自助）、自分たちのまちは自分たちで守る（共助）という考え

令和 4年度

予算額

59,976

5,076

令和 8年度

計画額

62,876

0

計画額

62,876

5,076

68,626

4,666

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

5,076

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

4,064

0.00

0.00

再任用（人）

2353所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0351

しを行った。また、コロナ禍における訓練環境等の整備を行った。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

その他

対象

　令和３年度より、防災関係団体等の連携を図ることなどを目的に地域防災力充実強化事業を推進している。

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

災害に強いまちづくりの推進

地域防災力の向上

自主防災組織等育成事業

(事業を取りまく社会環境)

　大雨や台風等による自然災害が増加しており、市民の公助に期待する度合いは大きくなる一方、自助・共助の

防災意識の醸成が課題である。また、コロナ禍において訓練や会議の機会が減少している。

(見直しや改善等の経過)

性防火クラブ連合会等の防災に関連する団体の育成に係る補助を行い、組織の活性化並びに災害対応能力を強化

させることにより、地域の防災力の向上を図る。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

災害対策基本法、消防組織法、大津市災害等対策基本条例

　補助事業を効果的に活用いただけるよう、地域の要望等を踏まえ、申請対象者や補助対象となる資器材の見直

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

1.50

0.00

26.00

0.00

8.00

0.00

100.00

0.00

1.50

0.00

26.00

0.00

8.00

0.00

100.00

0.00

1052

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

8.00 8.00
災関係者会議数

1.00 13.00 0.00 0.00 0.00

(活動)地域における防

回
6.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-41-00-03-00

予算事業番号

自主防災組織等育成事業費

26.00

0.00

26.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局予防課

自主防災組織等育成事業

1.50 1.50
に占める防災士の活動

1.30 1.75 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00

8.00 8.00

(成果)学区自主防災組

％
100.00 100.00 100.00

織訓練実施率
80.60 83.30 0.00

26.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

補助事業等を通じて災害に強いまちづくりに貢献している。

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

図ること。また、成果指標である学区自主防災訓練実施率については目標達成に至っていないことから、自主的

に訓練が実施される仕組みづくりや訓練手法等について検討し、効果的で持続可能な訓練支援を推進するととも

部局コメント に地域防災力充実強化事業により災害に強いまちづくりを推進すること。

（４００文字）

　自主防災組織への財政支援については、これまでどおり継続して実施し地域防災活動の更なる活性化と強化を

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　学区及び地域の自主防災組織等への財政的支援により、防災意識を高め、地域での自主的な防災活動を充実さ

せるとともに、自助・共助による地域防災力を強化することで、災害による被害を最小限にとどめる防災体制を

構築する。また、地域における防災関係団体等の連携体制構築を支援するとともに効果的で持続可能な訓練の支

援に取組み地域防災力の向上を推進する。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0351

令和 3年度

2353

00224

地域における防災力向上のため、本市の財政支援は妥当である。

Ｃ

補助事業等を通じて組織体制の活性化と充実強化に貢献している。

補助事業等を通じて活動の促進と資器材拡充等に貢献している。

評価項目

当か

2

3

(活動)学区自主防災組

織活動補助金利用数

事務事業番号

組織
26.00

31.00

26.00

29.00

0.00

人数

(成果)訓練１件あたり

人
1.50 1.50 1.50

基準

1

評価理由

4



頁

IP27P050

指標説明 学区自主防災組織の訓練実施率

(成果)訓練１件あたり
人

1.50 1.50 1.50 1.50 1.50 1.50 1.50
に占める防災士の活動 1.30 1.75 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
人数 指標説明 訓練１件あたりに占める防災士の活動人数

指標説明 学区自主防災組活動補助金を利用した組織数

(活動)地域における防
回

6.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00
災関係者会議数 1.00 13.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 地域における防災関係者の会議数

(成果)学区自主防災組
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
織訓練実施率 80.60 83.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2353 消防局予防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00224 自主防災組織等育成事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)学区自主防災組

組織
26.00 26.00 26.00 26.00 26.00 26.00 26.00

織活動補助金利用数 31.00 29.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1053

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

005

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

1,884

178,900

22.00

0.00

所属長名

記入者

駒村　保

木下　龍起

0

201,220

24.50

0.00

0.90

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1054

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局予防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

火災予防業務事業02372

令和 6年度

計画額

や住宅火災の発生を防止することで安心・安全に暮らすことのできるまちづくりの実現を図る。

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

183,684

1,884

0

0

令和 3年度

決算額

203,039

1,819

0

0

令和 5年度

計画額

183,684

(事業概要)

　防火対象物や危険物施設に対して防火・防災対策について適正な指導を行い、建物利用者の安全確保及び危険

0

　防火対象物、危険物施設等の事業所及び住宅（市民）を対象として対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　防火対象物や危険物施設の火災及び事故の発生危険の排除及び、住宅火災減少のために

　防火対象物及び危険物施設への立入検査を年間業務計画に基づき適正に行うとともに、住宅火災の出火原因や

傾向を分析し効果的な広報や実効性のある訓練指導を行うことにより

0.50

0.00

地方債

212,820

24.50

00

その他

一般財源

0.00

1,819 1,884

181,800

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

1.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

1.00

0.00

0.00

22.00

0

0

1,884

181,800

22.00

0.00

1,459

0

0.00

0.00

1.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

1,884

181,800

22.00

0.00

1.00

0.00

0

0

1,884

181,800

22.00

0.00

国庫支出金

1,884

　防火対象物及び危険物施設に対して消防法令違反を是正し、防火・防災対策の向上を図るとともに、類似火災

令和 4年度

予算額

180,784

1,884

令和 8年度

計画額

183,684

0

計画額

183,684

1,884

214,279

1,459

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

1,884

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

1.50

1.00

再任用（人）

2353所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0352

　消防法令違反に対しては、適正に違反処理（行政指導、行政処分）を行い早期是正を促進するとともに、コロ

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

ナ禍の状況等に鑑み自主防火・防災管理体制の強化を推進している。また、住宅火災における出火原因の傾向と

対策を分析し住宅からの出火防止対策への取組みを進めている。

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

火災予防業務事業

(事業を取りまく社会環境)

　市内の防火対象物は年々増加傾向にある。定期点検が必要となる危険物施設の半数近くは設置から３０年以上

経過している。火災件数は減少傾向であるものの住宅火災については減少していない。また、コロナ禍の影響に

より、事業所等への立入検査や訓練指導、防火指導などの実施において制限されることがある。

物施設に関連する事故防止の徹底を図る。また、火災の出火原因や傾向を分析し、効果的な広報を展開するとと

もに実効性の高い訓練指導を行い、住宅火災等の防止に努める。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防法、火災予防条例、火災予防査察規程、火災予防違反処理規程、火災調査規程

(見直しや改善等の経過)

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

90.00

0.00

2,200.00

0.00

15.00

0.00

3,000.00

0.00

90.00

0.00

2,200.00

0.00

15.00

0.00

3,000.00

0.00

1055

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

15.00 15.00
を活用した専門性の高

16.00 23.00 0.00 0.00 0.00い火災原因調査件数

(活動)施設及び設備等

件
15.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-41-00-05-00

予算事業番号

火災予防業務費

2,200.00

0.00

2,200.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局予防課

火災予防業務事業

90.00 90.00
判定率

100.00 100.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00

15.00 15.00

(成果)立入検査の指摘

件
3,000.00 3,000.00 3,000.00

事項に対する是正数
3,075.00 3,124.00 0.00

2,200.00

0.00

3,000.00 3,000.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

火災予防体制の充実に貢献している。

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

　また、火災の出火原因や傾向を分析して類似火災防止に係る効果的な広報を展開するとともに、住宅火災防止

対策の徹底を図り、安心・安全に暮らすことのできるまちづくりを推進すること。

部局コメント

（４００文字）

　防火対象物等に対して、引き続き適正・適切な指導等を行い、施設利用者等の安全確保を推進すること。

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　防火対象物及び危険物施設に係る防火・防災の安全性を向上させるため、消防法令違反に対する是正指導が行

える組織体制の確立に努める。また、立入検査や訓練指導等の機会を捉え、自主防火・防災管理体制の強化を図

り、事業所等における持続可能な出火防止及び事故防止対策を推進する。火災の原因調査については、高度な分

析機器等を有効に活用して鑑識及び燃焼実験を行い出火原因の究明率向上を図る。また、その調査結果を活用し

て積極的・効果的な広報活動を実施し住宅防火対策の強化及び類似火災の発生防止を図る。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0352

令和 3年度

2353

02372

出火、事故防止、安全対策の指導についての実施主体として妥当。

Ｃ

安心・安全に暮らすことのできるまちづくりに寄与している。

社会情勢を見極めて適正かつ効率的な実施方法に努めている。

評価項目

当か

2

3

(活動)防火対象物等の

立入検査数

事務事業番号

回
2,200.00

2,231.00

2,200.00

2,597.00

0.00

(成果)製品火災の原因

％
90.00 90.00 90.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 立入検査による是正数

(成果)製品火災の原因
％

90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00
判定率 100.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 製品火災の原因判定率

指標説明 防火対象物等の立入検査数

(活動)施設及び設備等
件

15.00 15.00 15.00 15.00 15.00 15.00 15.00
を活用した専門性の高 16.00 23.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
い火災原因調査件数 指標説明 施設及び設備等を活用した専門性の高い火災原因調査件数

(成果)立入検査の指摘
件

3,000.00 3,000.00 3,000.00 3,000.00 3,000.00 3,000.00 3,000.00
事項に対する是正数 3,075.00 3,124.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2353 消防局予防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 02372 火災予防業務事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)防火対象物等の

回
2,200.00 2,200.00 2,200.00 2,200.00 2,200.00 2,200.00 2,200.00

立入検査数 2,231.00 2,597.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1056

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

008

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

30,047

8,000

1.00

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

中邑　康高

0

4,000

0.50

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1057

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

消防車両等整備事業00278

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

287,885

279,885

51,249

0

令和 3年度

決算額

283,926

279,926

64,909

0

令和 5年度

計画額

307,210

(事業概要)

　複雑多様化する各種災害が予測される中、これらの災害に迅速かつ的確に対応する能力を維持するため、消防

26,819

　消防・救急車両及び積載消防用機械器具等を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　複雑多様化する各種災害に迅速かつ的確に対応するために

　年次計画に基づき更新及び大規模な修繕整備を行い

0.00

0.00

地方債

4,100

0.50

198,35045,659

その他

一般財源

0.00

31,707 74,041

8,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

183,310

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

1.00

206,100

0

51,772

8,000

1.00

0.00

70,770

222,600

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

243,960

0

41,210

8,000

1.00

0.00

0.00

0.00

107,570

0

32,863

8,000

1.00

0.00

国庫支出金

291,315

　災害現場において、迅速・確実に、かつ最大限にその能力を発揮させ、災害による被害の軽減を目指す。

令和 4年度

予算額

311,896

303,896

令和 8年度

計画額

158,843

22,013

計画額

299,315

299,210

154,294

150,194

33,765 6,145

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

150,843

10,410

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0353

管理に努めている。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

消防車両等整備事業

(事業を取りまく社会環境)

　刻々と変化する社会環境から、災害の複雑多様化は増大し、大規模災害やテロ災害など特殊災害への対応、ま

た、救急業務の増加、高度化に伴い市民のニーズは増大している。

(見直しや改善等の経過)

車両、救急車両、消防用機械器具等の更新、並びに修繕・整備が不可欠となる。このことから消防車両等整備計

画に基づき、年次計画的に車両及び車両に積載する消防用機械器具の更新、はしご車等の定期的なオーバーホー

ルを実施する。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法　　　　　　　　消防力の整備指針

　災害の様態を考慮した車両設計や更新計画、オーバーホールによるメンテナンスを行うことで、効率的な維持

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

3.00

0.00

100.00

0.00

4.00

0.00

100.00

0.00

1058

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

100.00 100.00
両更新計画に基づく更

100.00 100.00 0.00 0.00 0.00新実施率

（成果）消防・救急車

％
100.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-26-00-01-00

予算事業番号

消防車両等整備費

4.00

0.00

5.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

消防車両等整備事業

進捗区分

100.00 100.00

5.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

大規模化、複雑多様化する各種災害に対し、対応の充実が図れる

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

特性を踏まえ効率的、効果的な車両運用に努めること。また、災害対応に支障のないよう、メンテナンス整備を

徹底すること。

部局コメント

（４００文字）

　災害対応力を維持するには、車両等の更新整備事業は極めて重要である。引き続き消防力の整備指針、地域の

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　車両更新計画に基づき、効果的に実施する。車両更新の際は、車両、資器材の的確なコストを見極めて仕様書

を作成する。資機材についても必要最小限を維持しつつ、災害対応能力を維持できるようメンテナンスを継続す

る。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0353

令和 3年度

2354

00278

消防組織法により、消防業務の責任は市町村が負う

Ｃ

車両トラブルのリスクが回避され、結果コスト削減に繋がる

更新計画に基づき、災害様態を考慮した車両、資器材の設計

評価項目

当か

2

3

（活動）消防・救急車

両更新台数（消防車、

救急車）

事務事業番号

台
3.00

3.00

4.00

4.00

基準

1

評価理由

4
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救急車） 指標説明 消防・救急車両更新計画に基づく更新台数

（成果）消防・救急車
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
両更新計画に基づく更 100.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
新実施率 指標説明

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00278 消防車両等整備事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
（活動）消防・救急車

台
3.00 4.00 4.00 5.00 5.00 3.00 4.00

両更新台数（消防車、 3.00 4.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1059

令和 4年 9月15日



頁

【基本情報】

03

003

009

023

001

006

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

52,248

4,000

0.50

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

近澤　昌二

0

4,000

0.50

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1060

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

消防水利施設整備事業00279

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

62,000

58,000

2,743

0

令和 3年度

決算額

56,106

52,106

2,677

0

令和 5年度

計画額

43,500

(事業概要)

　火災発生時の消火活動を円滑に行うため、また、大規模地震災害に伴う火災発生時の消防水利確保のため、消

0

　消火栓及び、耐震性貯水槽等の消防水利施設を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　火災発生時の消火活動を円滑に行うため、また、大規模地震や大規模災害に伴う火災発生時の消防水利確保の

ため

　消火栓については水道配管の新設や維持管理に併せて設置、修繕を行い、耐震性貯水槽については特に木造住

宅密集地を捉えて整備する

0.00

0.00

地方債

4,100

0.50

00

その他

一般財源

0.00

40,351 39,500

4,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

9,078

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.50

9,300

0

44,545

4,000

0.50

0.00

50,837

8,800

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

44,500

4,000

0.50

0.00

0.00

0.00

9,300

0

45,957

4,000

0.50

0.00

国庫支出金

44,500

　整備・更新を推進して火災発生時における被害の軽減を図る

令和 4年度

予算額

67,791

63,791

令和 8年度

計画額

62,000

4,155

計画額

48,500

39,500

54,937

50,837

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

58,000

2,743

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0354

訓から、木造住宅密集地域１０箇所へ設置する長期計画とした。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

消防水利施設整備事業

(事業を取りまく社会環境)

　耐震性貯水槽は、木造住宅密集地域への設置が必要であるが、設置可能な用地確保が困難な状況である。

　また、既存の水利施設には老朽化が進み、維持管理及び更新、廃止が必要なものも出てきている。

(見直しや改善等の経過)

火栓及び耐震性貯水槽等消防水利施設の整備を行う。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法　　　　　　　　消防水利の基準

　これまで学区ごとにバランスを考慮して設置してきたが、糸魚川市で発生した大規模木造住宅密集地火災の教

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

0.00

0.00

0.00

0.00

1.00

0.00

80.00

0.00

1061

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

0.00 79.00
設置数

76.00 77.00 0.00 0.00 0.00

(成果)　耐震性貯水槽

基
76.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-15-66-00-01-00

予算事業番号

消防水利施設整備費

1.00

0.00

0.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

消防水利施設整備事業

進捗区分

77.00 78.00

1.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

耐震性貯水槽の設置は、消防力の充実強化に貢献している

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

画に基づき推進すること。

部局コメント

（４００文字）

　耐震性貯水槽の整備については、木造住宅密集地域の中でも危険度の高い場所に設置可能な適地を選定し、計

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　木造住宅密集地域１０箇所の消防水利未整備区域において、設置可能な適地を調査し計画的に整備を図ってい

く。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0354

令和 3年度

2354

00279

消防組織法により、消防責任は市町村が負うことになっている

Ｃ

市内の水利未整備地区が減少し、災害時の被害軽減に繋がっている

地震災害や密集地火災に必要不可欠であり、計画的に設置している

評価項目

当か

2

3

(活動)　耐震性貯水槽

の整備数（目標値隔年

１個）

事務事業番号

基
0.00

0.00

1.00

1.00

基準

1

評価理由

4
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１個） 指標説明 各年度における耐震性貯水槽の整備数

(成果)　耐震性貯水槽
基

76.00 77.00 78.00 0.00 79.00 0.00 80.00
設置数 76.00 77.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 昭和５９年度以降、消防局が整備した耐震性貯水槽の設置数

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00279 消防水利施設整備事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)　耐震性貯水槽

基
0.00 1.00 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00

の整備数（目標値隔年 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1062

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

010

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

1,228

172,000

21.50

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

長戸　敬介

0

172,000

21.50

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1063

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

特殊災害活動体制整備事業00282

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

173,847

1,847

0

0

令和 3年度

決算額

172,928

928

0

0

令和 5年度

計画額

173,658

(事業概要)

　頻発する大規模自然災害をはじめ、山岳救助事故、水難救助事故などの特殊災害に的確に対応できる人材を育

0

　救助隊員をはじめ、消防局職員に対し対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　頻発する大規模自然災害や水難・山岳救助事案などの災害による活動体制の整備と災害による被害を軽減する

ために

　年間訓練計画に基づき、実践的な訓練を実施させることによって

0.00

0.00

地方債

176,300

21.50

00

その他

一般財源

0.00

928 1,658

172,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

21.50

0

0

1,847

172,000

21.50

0.00

1,741

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

1,658

172,000

21.50

0.00

0.00

0.00

0

0

1,847

172,000

21.50

0.00

国庫支出金

1,658

　これらの災害に安全・的確・迅速に対応できる人材を育成し、市民の安心・安全な暮らしを確保する。

令和 4年度

予算額

173,228

1,228

令和 8年度

計画額

173,847

0

計画額

173,658

1,658

178,041

1,741

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

1,847

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0355

や外部ＯＪＴ、現地訓練など訓練環境の整備を行ってきた。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

特殊災害活動体制整備事業

(事業を取りまく社会環境)

　生活様式や余暇活動の多様化等により、山岳、水難救助事故が増加することに加え、全国各地で豪雨災害等の

自然災害も頻発しており、この分野に的確に対応できる隊員の育成が求められている。

(見直しや改善等の経過)

成するために、訓練環境等の整備を行い、災害対応体制を強化するもの。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防法　　　　　　　　消防組織法　　　　　　消防力の整備指針

　事案の多様化に伴い、活動環境も多様化している中、最小限の経費で最大限の効果を挙げるべく、当務ＯＪＴ

大津市総合計画　第2期実行計画



頁

【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

100.00

0.00

12.00

0.00

10.00

0.00

100.00

0.00

100.00

0.00

12.00

0.00

10.00

0.00

100.00

0.00

1064

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

10.00 10.00
数

10.00 9.00 0.00 0.00 0.00

(活動)水難救助訓練回

回
9.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-38-00-01-00

予算事業番号

特殊災害活動体制整備事業費

12.00

0.00

12.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

特殊災害活動体制整備事業

100.00 100.00
施率

111.00 100.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00

9.00 11.00

(成果)救助隊定期訓練

％
100.00 100.00 100.00

実施率
91.00 91.00 0.00

12.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

消防行政サービスの提供に貢献している

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

の育成を行う必要があるため、効果的な教育研修や訓練を勧めること。

部局コメント

（４００文字）

　近年頻発する自然災害をはじめ、山岳事故、水難事故に即応するためには、人材育成の観点から計画的に隊員

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　頻発する大規模自然災害をはじめ、山岳事故、水難事故に即応するためには事前の備えが極めて重要であり、

安全な活動を実施するためにも次世代を見据えた隊員の教育訓練機会の充実を図っていく必要がある。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0355

令和 3年度

2354

00282

危険と隣り合わせとなる特殊環境での活動

Ｃ

継続的な訓練により安全かつ有益な活動に繋がっている

定期の訓練は必要不可欠

評価項目

当か

2

3

(活動)救助隊定期訓練

回数

事務事業番号

回
12.00

11.00

12.00

11.00

0.00

(成果)水難救助訓練実

％
100.00 100.00 100.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 救助隊定期訓練の「訓練実施率」「単位：％」

(成果)水難救助訓練実
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
施率 111.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 水難救助訓練の「実施率」「単位：％」

指標説明 救助隊定期訓練の「訓練回数」「単位：回」

(活動)水難救助訓練回
回

9.00 9.00 11.00 10.00 10.00 10.00 10.00
数 10.00 9.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 水難救助訓練の「訓練回数」「単位：回」

(成果)救助隊定期訓練
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
実施率 91.00 91.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00282 特殊災害活動体制整備事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)救助隊定期訓練

回
12.00 12.00 12.00 12.00 12.00 12.00 12.00

回数 11.00 11.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1065

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

011

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

3,524

1,135,900

138.00

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

近澤　昌二

0

1,069,280

132.50

0.00

1.60

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1066

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

消防救急救助業務事業00284

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

1,180,068

3,468

0

0

令和 3年度

決算額

1,081,335

12,055

0

0

令和 5年度

計画額

1,179,868

(事業概要)

　火災をはじめ、各種災害に迅速かつ的確に対応するため、活動部隊の災害対応訓練を実施することにより活動

0

　各種災害に対応するための消防・救急・救助資機材等の装備と活動部隊を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　複雑多様化する災害に迅速・的確に対応し被害を最小限に止めるために

　年次的に整備・強化させることにより

5.50

0.00

地方債

1,077,300

128.50

00

その他

一般財源

0.00

12,055 3,268

1,176,600

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

7.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

7.00

0.00

0.00

142.00

0

0

3,468

1,176,600

142.00

0.00

3,943

0

0.00

0.00

7.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

3,318

1,176,600

142.00

0.00

7.00

0.00

0

0

5,393

1,176,600

142.00

0.00

国庫支出金

3,318

　災害発生時の被害の軽減を図る。

令和 4年度

予算額

1,139,424

3,524

令和 8年度

計画額

1,181,993

0

計画額

1,179,918

3,268

1,081,243

3,943

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

5,393

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

4.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0356

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

消防救急救助業務事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年、火災はもとより地震、洪水、土砂災害などの自然災害が頻発している。

(見直しや改善等の経過)

　特別消火隊員を配備し、災害における人命救助と被害軽減を図るため消火隊の教育訓練を実施している。

体制の強化を図り、市民の生命、身体及び財産を各種災害から保護する。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法

　山岳救助、水難救助事案への強化を図るため、令和４年度１０月には北消防署に特別救助隊を配備する。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

2,190.00

0.00

100.00

0.00

2,190.00

0.00

100.00

0.00

1067

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

100.00 100.00
年間訓練実施率（基準

10.00 11.90 0.00 0.00 0.00１回/１日）

(成果)４署２分署での

％
10.80

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-49-00-04-00

予算事業番号

消防救助業務費

2,190.00

0.00

2,190.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

消防救急救助業務事業

進捗区分

10.80 100.00

2,190.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

市民の生命、身体、財産を各災害から保護でき、貢献度は高い

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

部局コメント

（４００文字）

　あらゆる災害に対応するため、活動隊員は日々の訓練を継続実施し人命の救助及び被害の軽減に努めること。

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　火災をはじめ、様々な災害に対応できるよう、各活動隊（指揮隊、消火隊、救助隊、救急隊）が連携した訓練

を推進し、各種災害への活動能力の向上により、被害の軽減を図っていく。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0356

令和 3年度

2354

00284

消防組織法により、消防責任は市町村が負うこととされている

Ｃ

訓練を推進し活動部隊を強化することで被害に軽減に繋がっている

資機材整備と活動部隊の強化は各種被害の軽減に繋がり効率は高い

評価項目

当か

2

3

(活動)４署２分署での

年間訓練実施回数（目

標１回/１日）

事務事業番号

回
2,190.00

2,060.00

2,190.00

3,384.00

基準

1

評価理由

4
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標１回/１日） 指標説明 現場活動能力の向上を図るための訓練実施回数（目標値：各署１日１回以上、FW訓練入力分で抽出）

(成果)４署２分署での
％

10.80 10.80 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
年間訓練実施率（基準 10.00 11.90 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
１回/１日） 指標説明 訓練実施回数達成率（基準値：各署１日１回、FW訓練入力分で抽出）

※R３年度までは、全建物火災における類焼の発生割合（延焼率＝延焼火災÷全建物火災）

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00284 消防救急救助業務事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)４署２分署での

回
2,190.00 2,190.00 2,190.00 2,190.00 2,190.00 2,190.00 2,190.00

年間訓練実施回数（目 2,060.00 3,384.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1068

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

002

001

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

10,211

396,000

49.50

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

北村　勝

0

393,600

49.20

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1069

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

救急高度化推進事業00287

令和 6年度

計画額

の救命率を向上させる。加えて、１１９番通報時の口頭指導体制の強化と事後検証体制の強化を図る。

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

406,454

10,454

0

0

令和 3年度

決算額

402,810

9,210

0

0

令和 5年度

計画額

406,493

(事業概要)

　救急業務に対する市民ニーズが多様化するなか、指示医療機関である３病院と連携して平成２８年度から派遣

0

　①救急隊員を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　②救急救命士を

　傷病者の救命率・社会復帰率を向上させるため

　傷病者の後遺症の軽減、容態の悪化防止のため

　①ＷＳへ派遣又は、救急救命士養成所へ派遣し、新規救急救命士を養成することにより

　②ＷＳへ派遣又は、薬剤投与や気管挿管等の高度な処置を行うための追加研修に派遣することにより

0.00

0.00

地方債

403,850

49.25

00

その他

一般財源

0.00

9,210 10,493

396,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

49.50

0

0

10,454

396,000

49.50

0.00

8,012

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

10,533

396,000

49.50

0.00

0.00

0.00

0

0

10,414

396,000

49.50

0.00

国庫支出金

10,533

　早期に質の高い救命処置を行える体制が築け、傷病者の後遺症軽減と容態悪化を防ぐとともに心肺停止傷病者

令和 4年度

予算額

406,211

10,211

令和 8年度

計画額

406,414

0

計画額

406,533

10,493

411,862

8,012

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

10,414

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0357

制を改善させている。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

救急救命体制の充実

救急高度化推進事業

(事業を取りまく社会環境)

　超高齢社会にあって、救急業務に対する市民ニーズが多様化・複雑化し、救急出動及び傷病者搬送件数が増加

傾向にある。

(見直しや改善等の経過)

型救急ワークステーション（以下「ＷＳ」という。）を本格運用し、救急救命士を含む救急隊員の応急処置等に

ついて医学的な質の保障を図るなど、救急業務の高度化を推進している。また、新規救急救命士の養成及び救急

救命士が高度な処置を行うための研修への派遣、並びにメディカルコントロール体制の充実強化を図っている。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法　　　　　　　　救急救命士法

　指導救急救命士による救急救命士の教育体制を強化するとともに、ＷＳにより救急救命士や救急隊員の研修体

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

600.00

0.00

90.00

0.00

81.00

0.00

16.70

0.00

600.00

0.00

93.00

0.00

84.00

0.00

16.70

0.00

1070

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

69.00 78.00
レナリン投与等が実施

56.00 58.00 0.00 0.00 0.00できる救急救命士数

(活動)気管挿管、アド

人
59.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-36-00-01-00

予算事業番号

救急高度化推進事業費

83.00

0.00

86.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

救急高度化推進事業

600.00 600.00
施数

584.00 689.00 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00の１か月生存率）

61.00 64.00

(成果)救命率（心原性

％
13.70 13.70 16.70

かつ目撃があった症例
12.10 26.20 0.00

88.00

0.00

16.70 16.70

あまり妥当ではない

妥当ではない

高度救命処置ができる救命士数が増加し、救命率も向上している

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

管挿菅、薬剤投与等）が実施できる認定救急救命士の養成は不可欠であるため、先を見据えた計画的な養成を図

ること。また、複雑、多様化する救急事案に対応するため、生涯教育を通じて質の向上を図るとともに、救急救

部局コメント 命士を含む全救急隊員の教育体制を充実強化させること。

（４００文字）

　増加する救急需要に対応し救命率を向上するためには、新規救急救命士の養成をはじめ、高度な救命処置（気

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　今後、定年退職等により現場で活動する救急救命士の人員が減少するため、新規救急救命士の計画的な養成と

高度な救命処置が実施できる救急救命士を継続して養成する必要がある。また、派遣型救急ワークステーション

等を通じて、病態判断と処置技術がより向上できるよう教育していく。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0357

令和 3年度

2354

00287

救急業務を行う消防機関が質の担保等を行うのは妥当である

Ｃ

特に心肺停止傷病者の救命率が大幅に向上している

研修派遣は計画的に進行、実習はＷＳで効果的に実施できている

評価項目

当か

2

3

(活動)救急救命士数

事務事業番号

人
71.00

72.00

74.00

74.00

0.00

(成果)高度救命処置実

件
600.00 600.00 600.00

基準

1

評価理由

4
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の１か月生存率） 指標説明

(成果)高度救命処置実
件

600.00 600.00 600.00 600.00 600.00 600.00 600.00
施数 584.00 689.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 心肺停止傷病者及び心肺停止前重度傷病者に対する高度救命処置実施延べ数

指標説明 救急救命士の総数

(活動)気管挿管、アド
人

59.00 61.00 64.00 69.00 78.00 81.00 84.00
レナリン投与等が実施 56.00 58.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
できる救急救命士数 指標説明 気管挿管、アドレナリン投与等が実施できる救急救命士の総数

(成果)救命率（心原性
％

13.70 13.70 16.70 16.70 16.70 16.70 16.70
かつ目撃があった症例 12.10 26.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00287 救急高度化推進事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)救急救命士数

人
71.00 74.00 83.00 86.00 88.00 90.00 93.00
72.00 74.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1071

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

002

002

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

2,400

5,137

188,000

23.50

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

北村　勝

0

193,600

24.20

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1072

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

救急業務事業02066

令和 6年度

計画額

　②　市民による応急手当実施率を向上させる。

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

196,336

8,336

0

0

令和 3年度

決算額

201,153

7,553

0

0

令和 5年度

計画額

196,381

(事業概要)

　多様化する市民ニーズに的確に対応するため、救急活動資器材の整備をはじめ、市民による応急手当の実施率

0

　①　救急資器材等の装備及び消耗品を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　②　小学校高学年から成人まで市民を対象としたＡＥＤの使用方法を含む応急手当講習を

　①　超高齢社会の進展による救急要請の増加に対応するため

　②　心肺停止傷病者の救命率の向上を図るため

　①　年次的に整備・充実させることにより

　②　積極的に学校や市民団体等へ普及し

0.00

0.00

地方債

198,440

24.20

00

その他

一般財源

0.00

4,858 5,781

188,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

2,695

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

23.50

0

2,600

5,736

188,000

23.50

0.00

11,573

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

2,600

6,239

188,000

23.50

0.00

0.00

0.00

0

2,600

6,226

188,000

23.50

0.00

国庫支出金

8,839

　①　市民から信頼される救急活動を実施する。

令和 4年度

予算額

195,537

7,537

令和 8年度

計画額

196,826

0

計画額

196,839

8,381

211,503

13,063

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

8,826

0

0

2,600

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

1,490

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0358

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

救急救命体制の充実

救急業務事業

(事業を取りまく社会環境)

　令和３年度から救急件数が増加に転じ、現場到着までの所要時間も延伸した。

(見直しや改善等の経過)

　救命率を向上させるため、高度な処置が行える救急救命士を引き続き養成するとともに、市民による応急手当

の向上を目的に、救命講習をはじめとする応急手当の普及啓発を推進する。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法

実施率の向上を進めている。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

4,300.00

0.00

24.00

0.00

4,300.00

0.00

24.00

0.00

1073

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

24.00 24.00
ショックの実施率

21.10 12.80 0.00 0.00 0.00

(成果)市民による電気

％
24.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-49-00-07-00

予算事業番号

救急業務費

4,300.00

0.00

4,300.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

救急業務事業

進捗区分

24.00 24.00

4,300.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

救急資器材の充実、応急手当実施率の向上で貢献している

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

実施するとともに、増加する救急需要を踏まえた救急車の適正利用についてもあらゆる機会を通じて広報に努め

ること。

部局コメント

（４００文字）

　救命率の向上には市民による応急手当実施率を向上させる必要があるため、効率的かつ効果的な救命講習会を

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　超高齢社会を迎え、自宅や施設等において心肺停止状態となる傷病者が増加すると考えられ、その場に居合わ

せた市民の応急手当が救命率を左右するため、市民による応急手当実施率を高めていく必要がある。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0358

令和 3年度

2354

02066

救急業務は法律で市町村業務となっており妥当である

Ｃ

市民による応急手当実施率は着実に向上している

講習では人形を一人１体用意するなど、効率的に実施できている

評価項目

当か

2

3

(活動)ＡＥＤの使用方

法を含む講習受講者数

（場所指定募集）

事務事業番号

人
4,300.00

2,460.00

4,300.00

1,279.00

基準

1

評価理由

4
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（場所指定募集） 指標説明 令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、対象者を制限している。

(成果)市民による電気
％

24.00 24.00 24.00 24.00 24.00 24.00 24.00
ショックの実施率 21.10 12.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 電気ショック実施総数のうち市民による実施率

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 02066 救急業務事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)ＡＥＤの使用方

人
4,300.00 4,300.00 4,300.00 4,300.00 4,300.00 4,300.00 4,300.00

法を含む講習受講者数 2,460.00 1,279.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1074

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

013

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

408

28,000

3.50

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

長戸　敬介

0

24,400

3.05

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1075

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

国際消防救助隊員育成事業02096

令和 6年度

計画額

できる。また、習得した知識・技術を等を大津市消防局へ還元することができる

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

28,526

526

0

0

令和 3年度

決算額

24,877

477

0

0

令和 5年度

計画額

28,463

(事業概要)

　海外で大規模災害が発生した場合に、国際消防救助隊の登録消防本部として救助隊員を被災国に派遣するため

0

　全国７７消防本部５９９人のうち、大津市消防局が登録している国際消防救助隊員６人を対象に対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　日本国政府唯一の救助チームとして、海外で発生した大規模災害に派遣される国際消防救助隊登録隊員に対し

て、国際的に定められた標準的手法や知識・技術習得のために

　年間教育訓練計画を年度当初に定め、当該計画を実行していく。また、総務省消防庁等が主催する各種教育訓

練へ登録隊員を派遣する

0.00

0.00

地方債

25,010

3.05

00

その他

一般財源

0.00

477 463

28,000

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

3.50

0

0

526

28,000

3.50

0.00

662

0

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

526

28,000

3.50

0.00

0.00

0.00

0

0

463

28,000

3.50

0.00

国庫支出金

526

　国際標準の救助技術を習得する事により、派遣時に他機関（海上保安庁、警察機関）とスムーズな連携が実施

令和 4年度

予算額

28,408

408

令和 8年度

計画額

28,463

0

計画額

28,526

463

25,672

662

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

463

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0359

進捗区分

対象外主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

国際消防救助隊員育成事業

(事業を取りまく社会環境)

　海外でも大規模地震等が頻発し、日本の国際緊急援助隊救助チームの派遣体制の確保及び登録隊員は国際標準

の救助技術や知識を備えている必要がある。

(見直しや改善等の経過)

に、国の定める派遣体制を整えている。国際緊急援助活動に必要な教育訓練を実施するよう国の要綱に定められ

ており、国際緊急援助活動のルールに遵守した知識及び救助技術を習得させる事業。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

国際緊急援助隊の派遣に関する法律

　登録隊員は原則、任期を４年単位として２年ごとに半数の隊員を更新している。

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

12.00

0.00

100.00

0.00

12.00

0.00

100.00

0.00

1076

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

100.00 100.00

100.00 83.00 0.00 0.00 0.00

(成果)教育訓練実施率

％
100.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-38-00-03-00

予算事業番号

国際消防救助隊員育成事業費

12.00

0.00

12.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

国際消防救助隊員育成事業

進捗区分

100.00 100.00

12.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

国連機関の認証試験隊員に選抜され、着実に育成できている

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

して知識、技術等の錬磨に努めること。

部局コメント

（４００文字）

　大規模災害時における捜索救助活動技術は日々変化しており、いつ派遣要請があっても即応できるよう、継続

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　国際消防救助隊登録隊員は、それらの知識や技術等を率先して習得し、当市の災害対応活動に還元するととも

に、円滑な出動態勢確保のため本部職員を含めた組織的な訓練を継続して実施していく必要がある。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0359

令和 3年度

2354

02096

登録消防本部として派遣体制を整える必要がある

Ｃ

国際標準技法を習熟することで国内の災害対応力向上につながる

隣接消防本部の連携し効率的に訓練を実施できてる

評価項目

当か

2

3

(活動)年間教育訓練

事務事業番号

回
12.00

12.00

12.00

10.00

基準

1

評価理由

4
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指標説明 年間の「訓練回数」「単位：回」

(成果)教育訓練実施率
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
100.00 83.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 年間の「訓練実施率」「単位：％」

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 02096 国際消防救助隊員育成事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)年間教育訓練

回
12.00 12.00 12.00 12.00 12.00 12.00 12.00
12.00 10.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1077

令和 4年 9月15日



頁

【基本情報】

03

003

009

023

001

012

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

67

14,001

138,900

17.00

0.00

所属長名

記入者

小田　浩文

長戸　敬介

0

138,900

17.00

0.00

0.50

0.00

0.00 0.00

0.000.00

72 0

0 0

1078

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局警防課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

大規模災害活動対応事業02634

令和 6年度

計画額

しを確保する。

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

63

161,650

22,750

1,750

67

令和 3年度

決算額

168,821

29,921

9,667

0

令和 5年度

計画額

162,030

(事業概要)

　近年の災害は複雑・多様化し、地震災害、土砂・風水害などの自然災害は広域化するとともに、テロを含むＮ

2,640

　災害活動時に使用する活動資機材や保安資機材などを対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　複雑かつ多様化する各種災害による被害を軽減し、市民の生命、身体、財産を保護するため

　中長期計画を基にした更新整備を進める一方で、災害ニーズに即応できるよう、消防・救急・救助の枠にとら

われることなく活動資機材整備費を集約することで

0.50

0.00

地方債

133,250

16.25

3,3760

その他

一般財源

0.00

1 17,114

138,900

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.50

0.00

0.00

0.00

20,253

0

0.00

0.00

0.50

0.00

0.00

17.00

5,955

72

10,034

138,900

17.00

0.00

15,811

0

0.00

0.00

0.50

0.00

0.00

0.00

0

5,850

0

12,269

138,900

17.00

0.00

0.50

0.00

1,800

72

17,267

138,900

17.00

0.00

国庫支出金

24,619

　安全、確実、迅速な救出救護活動と、活動隊員の二次災害防止、負担軽減が図られ、市民の安心、安全な暮ら

令和 4年度

予算額

154,785

15,885

令和 8年度

計画額

160,111

6,617

計画額

163,519

23,130

149,187

15,937

0 6,500

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

72

トータルコスト

令和 7年度

21,211

2,000

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

63

0.00

0.00

再任用（人）

2354所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0360

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

大規模災害活動対応事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年の災害は複雑化、多様化、大規模化していることから、災害対応に対する市民ニーズが高まっている。

(見直しや改善等の経過)

　消防活動全般の資機材について、中長期計画および災害ニーズに応じた更新整備を図る。

ＢＣ災害や予測困難な感染症等にも安全・的確に対応する必要がある。これら災害から市民の生命、身体、財産

を安全・確実・迅速に救出救護し、かつ隊員の安全確保と負担軽減のための消防活動資機材全般の整備更新を図

るもの。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法　　　　　　消防法

大津市総合計画　第2期実行計画
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【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

8.00

0.00

100.00

0.00

8.00

0.00

100.00

0.00

1079

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

100.00 100.00
材更新率

88.00 133.00 0.00 0.00 0.00

(成果)消防用活動資機

％
100.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-38-00-04-00

予算事業番号

大規模災害活動対応事業費

12.00

0.00

9.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局警防課

大規模災害活動対応事業

進捗区分

100.00 100.00

8.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

大規模災害への備えは、市民の安心安全につながる

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

材の更新整備を図ること。

部局コメント

（４００文字）

　近年頻発する自然災害をはじめとする大規模災害に即応できるよう、長期的な視点にたって計画的に活動資機

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　消防活動資機材の整備については、効果的・効率的に予算を執行するためにも、まずは長期的な視点で活動資

機材の更新を進めていく必要がある。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0360

令和 3年度

2354

02634

消防組織法により、市町は消防責任を負うこととなっている

Ｃ

適切な整備更新により安全かつ迅速な活動に繋がっている

隊員の負担軽減と安全確保を図れている

評価項目

当か

2

3

(活動)消防用活動資機

材更新件数（リース契

約、備品契約数）

事務事業番号

件
9.00

8.00

9.00

12.00

基準

1

評価理由

4
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約、備品契約数） 指標説明 リース契約、５０万円以上備品契約数　「単位：件」

(成果)消防用活動資機
％

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
材更新率 88.00 133.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 契約率　「単位：％」

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2354 消防局警防課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 02634 大規模災害活動対応事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)消防用活動資機

件
9.00 9.00 12.00 9.00 8.00 8.00 8.00

材更新件数（リース契 8.00 12.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1080

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

002

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

100,689

97,800

11.50

0.00

所属長名

記入者

弓坂　則行

礒谷　浩三

0

97,800

11.50

0.00

1.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1081

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局通信指令課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

通信指令業務事業00274

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

208,091

100,491

0

0

令和 3年度

決算額

137,940

40,140

0

0

令和 5年度

計画額

235,460

(事業概要)

　高機能消防指令システム、消防救急デジタル無線設備及び消防支援情報システム等各種機器の機能を最大限に

0

　市民からの１１９番緊急通報に対し対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　災害による被害の軽減と救命率を向上させるため

　高機能消防指令システム、消防救急デジタル無線設備及び消防支援情報システム等の活用を図り

1.00

0.00

地方債

100,200

11.50

00

その他

一般財源

0.00

40,140 127,860

107,600

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

2.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

2.00

0.00

0.00

12.00

0

0

100,491

107,600

12.00

0.00

32,795

0

0.00

0.00

2.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

99,493

107,600

12.00

0.00

2.00

0.00

0

0

99,151

107,600

12.00

0.00

国庫支出金

99,493

　迅速、的確な指令管制業務による情報収集等から、被害の軽減と救命率を向上させる。

令和 4年度

予算額

198,489

100,689

令和 8年度

計画額

206,751

0

計画額

207,093

127,860

132,995

32,795

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

99,151

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

1.00

0.00

再任用（人）

2355所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0361

向上を図ると共に、市民に対し消防局ＨＰ等を活用して、１１９番通報要領についての広報を行っている。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

通信指令業務事業

(事業を取りまく社会環境)

　災害が大規模かつ複雑多様化し、救急需要が増加傾向にある中で、緊急事態への即応体制や情報通信機器等の

有効活用、適正管理など、高度で迅速・確実な通信指令業務の推進が必要である。

(見直しや改善等の経過)

活用し、迅速、的確に出動指令を行うことを任務とし、被害の軽減及び救命率の向上を図るもの。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法、消防法

　１１９番通報時から出動指令に要する時間短縮を目指し、通報受信訓練等を実施し職員の指令管制対応能力の

大津市総合計画　第2期実行計画



頁

【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

80.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

100.00

0.00

80.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

100.00

0.00

1082

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

0.00 0.00
令数（災害真報）

15,580.00 16,880.00 0.00 0.00 0.00

(活動)救急への出動指

　　　件
0.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-21-00-01-00

予算事業番号

通信指令業務費

0.00

0.00

0.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局通信指令課

通信指令業務事業

80.00 80.00
ら出動指令までの時間

72.00 70.60 0.00 0.00 0.00

進捗区分

0.00（１１９番緊急通報

0.00 0.00

(成果)火災事案入電か

　　　秒
100.00 100.00 100.00

ら出動指令までの時間
129.00 138.40 0.00

0.00

0.00

100.00 100.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

消防隊等の災害現場到着時間の短縮を図れている

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

維持管理を行い、各種システムの機能を最大限に活用させ、迅速的確な情報収集と出動指令を行い、消防隊等へ

円滑な消防活動支援を実施し、市民の被害の軽減と救命率の向上に務めること。

部局コメント

（４００文字）

　消防指令センターの基幹となる消防指令管制業務を適正に実施し、高機能消防指令システムの効果的な運用と

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　消防通信指令業務は、「１１９番通報」を通じて市民等からの緊急通報を受け、市民と消防行政を繋ぐ重要な

役割を担っていることから、担当職員は、常に高機能消防指令システムを適正に維持管理し、各システムの性能

を最大限に活用して、システムの取扱い技術や通報者からの聴取技術の能力向上を図るため、日々訓練を実施し

指令管制業務に努める。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0361

令和 3年度

2355

00274

法令に基づく消防業務を円滑に遂行するために必要な事業である

Ｃ

被害の軽減及び救命率の向上に繋がっている

高機能消防指令システム等の機能を最大限に活用でき効率的である

評価項目

当か

2

3

(活動)火災への出動指

令数（災害真報）

事務事業番号

　　　件
0.00

72.00

0.00

84.00

0.00

（１１９番緊急通報

(成果)救急事案入電か

　　　秒
80.00 80.00 80.00

基準

1

評価理由

4
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（１１９番緊急通報 指標説明 災害地点決定、災害決定、自動隊編成、出動指令／各時間（秒）

(成果)救急事案入電か
　　　秒

80.00 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00
ら出動指令までの時間 72.00 70.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
（１１９番緊急通報 指標説明 災害地点決定、災害決定、自動隊編成、出動指令／各時間（秒）

指標説明 火災出動指令数

(活動)救急への出動指
　　　件

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
令数（災害真報） 15,580.00 16,880.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

指標説明 救急出動指令数

(成果)火災事案入電か
　　　秒

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
ら出動指令までの時間 129.00 138.40 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2355 消防局通信指令課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 00274 通信指令業務事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)火災への出動指

　　　件
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

令数（災害真報） 72.00 84.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1083

令和 4年 9月15日
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【基本情報】

03

003

009

023

001

003

【事業分析】

【コスト】 （単位：千円）

IP27P040

0

0

24,823

44,000

5.50

0.00

所属長名

記入者

弓坂　則行

礒谷　浩三

0

44,000

5.50

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

0 0

1084

令和 4年 9月15日

評価完了

消防局通信指令課

事務事業評価シート（１/２）

事務事業番号

決算額

通信機器等整備事業01921

令和 6年度

計画額

総合計画

基本方針

基本政策

施策

取組の方向性

事務事業

0

68,495

17,595

0

0

令和 3年度

決算額

69,086

25,086

0

0

令和 5年度

計画額

89,007

(事業概要)

　あらゆる災害から市民の安心・安全を確保するため、高機能消防指令システム、消防救急デジタル無線設備及

0

　指令管制業務に係る各システム及び情報通信技術の進展に即した通信機器を対象(何又は誰を)

目的(何のために)

手段(どのようなやり方で)

成果(どのような

状態にするのか)

　災害発生時における的確な情報収集及び指揮命令系統の伝達機能を確保するため

　年次計画的に整備し

0.00

0.00

地方債

45,100

5.50

0671,200

その他

一般財源

0.00

25,086 38,107

50,900

事務・技術（人）

技能労務（人）

人件費計

0.00

0.50

0.00

0.00

0.00

0

0

0.00

0.00

0.50

0.00

0.00

6.00

0

0

17,595

50,900

6.00

0.00

242,108

0

0.00

0.00

0.50

0.00

0.00

0.00

0

1,047,878

0

27,867

50,900

6.00

0.00

0.50

0.00

0

0

101,980

50,900

6.00

0.00

国庫支出金

1,075,745

　消防隊等への支援情報の提供による効率的な部隊運用により被害の軽減を図る。

令和 4年度

予算額

68,823

24,823

令和 8年度

計画額

152,880

0

計画額

1,126,645

38,107

958,408

913,308

0 0

0県支出金

令和 2年度

事業費

その他経費

0.00

0

0

トータルコスト

令和 7年度

101,980

0

0

0

会計年度任用（人）

嘱託（人）

臨時（人）

0

0.00

0.00

再任用（人）

2355所属

令和 3年度評価年度

整理番号 0362

害の軽減及び救命率の向上に努める。

進捗区分

対象主な取組区分

継続

直営

対象

安心、快適に住み続けることのできる活力のあるまちを創ります

安心、安全に暮らすことのできるまちにします

消防・救急体制の充実

消防力の充実

通信機器等整備事業

(事業を取りまく社会環境)

　近年の災害は、大規模かつ複雑多様化するとともに、救急需要は年々増加する中で、災害対応や情報収集等を

迅速・的確に行うために、情報通信機器等の整備に努める必要がある。

(見直しや改善等の経過)

び消防支援情報システム等の適正な維持管理を行うことにより、円滑で効率的な情報管理体制の確立を図るとと

もに、情報通信技術の進展に即した通信機器を整備し被害の軽減に努める。

新規継続区分

運営方法

評価区分

根拠法令等

事業概要

事業を取りまく社会
環境とこれまでの見直し

消防組織法、消防法

　高機能消防指令システムの機能を最大限に活用すべく、職員の操作研修を進めて安定稼動を図り、市民等の被
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頁

【関連予算情報】

【定量評価】

【定性評価】

【所属評価結果】

【部局評価結果】

IP27P041

計画どおり事業を進めることが適当

計画どおり事業を進めることが適当

事業の方向性 現状維持

事業の方向性 現状維持

効率的である

やや効率的である

あまり効率的でない

効率的でない

貢献している

やや貢献している

あまり貢献していない

貢献していない

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

妥当である

ほぼ妥当である

事業分析の「成果」欄

に記載の成果は上がっ

ているか Ａ
事業手法は効率的であ

るか

施策目標の達成に貢献

しているか

予算所属名称

消防局消防総務課

上段：目標値　下段：実績値

評価の観点

実施主体又は手段は妥

評価

Ａ

0.00

0.00

80.00

0.00

0.00

0.00

80.00

0.00

1085

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

80.00 80.00
令までの時間（全災害

71.00 70.90 0.00 0.00 0.00種別１１９番緊急

(成果)入電から出動指

　　　秒
80.00

評価完了

令和 5年度 令和 6年度 令和 8年度令和 7年度

予算事業

01-45-05-05-21-00-04-00

予算事業番号

通信機器等整備費

0.00

0.00

0.00

0.00

有効性

評価理由

効率性

評価理由

施策への貢献度

評価理由

評価理由

総合評価

整理番号

評価年度

所属 消防局通信指令課

通信機器等整備事業

進捗区分

80.00 80.00

0.00

0.00

あまり妥当ではない

妥当ではない

情報通信機器の整備は、効率的な消防活動を行う上で役割は大きい

やや上がっている

あまり上がっていない

上がっていない

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上がっている

等の適正な維持管理に努め、高機能消防指令システムの機能を最大限に活用すること。

部局コメント

（４００文字）

　消防救急デジタル無線の更新整備など、中長期的な実効性のある計画を策定するとともに、各種情報通信機器

総合評価

所属コメント

（４００文字）

　高機能消防指令システムの機能を最大限に活用すべく、職員の操作習熟を日々図り、周辺機器を含め機器の適

正な維持管理を行うとともに、消防救急デジタル無線の更新整備を進める。

妥当性

事務事業評価シート（２/２） 令和 4年 9月15日

0362

令和 3年度

2355

01921

法令に基づく消防業務を遂行するために必要な事業である

Ｃ

災害時の的確な情報収集と効率的な情報共有に繫がっている

被害の軽減及び救命率の向上に効率的である

評価項目

当か

2

3

(活動)災害への出動指

令件数（災害真報）

事務事業番号

　　　件
0.00

16,785.00

0.00

17,909.00

基準

1

評価理由

4



頁

IP27P050

指標説明 火災、救急、救助、警戒、偵察　他

(成果)入電から出動指
　　　秒

80.00 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00
令までの時間（全災害 71.00 70.90 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
種別１１９番緊急 指標説明 災害地点決定、災害決定、自動隊編成、出動指令／各時間（秒）

評価年度 令和 3年度 進捗区分 評価完了

所属 2355 消防局通信指令課

総合計画 03 大津市総合計画　第2期実行計画

事務事業番号 01921 通信機器等整備事業 上段：目標値　下段：実績値

指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
(活動)災害への出動指

　　　件
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

令件数（災害真報） 16,785.00 17,909.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

事務事業評価指標一覧 1086

令和 4年 9月15日


